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タ
イ
ン
川
の
両
岸
に
続
く
２
つ
の
町

２
０
０
５
年
６
月
、
英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
方
北
東
部
の
隣
り
合
う
町
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ

ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
の
芸
術
施
設
を
訪
れ

る
機
会
を
得
た
。
こ
の
町
は
日
本
語
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な

い
。
も
と
も
と
は
石
炭
、
鉄
鋼
、
造
船
で
栄

え
た
町
ら
し
い
。
日
本
国
内
で
も
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
産
業
構
造
が
変
化
す
る
に
つ
れ
、

人
口
減
少
、
失
業
率
増
加
な
ど
の
厳
し
い
状

況
に
陥
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

私
が
初
め
て
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
の
名
を
認
識

し
た
の
は
１
９
９
８
年
２
月
、
ジ
ャ
パ
ン
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
主
催
の
地
域
・
草
の
根

交
流
欧
州
派
遣
事
業
で
の
ロ
ン
ド
ン
研
修
中

だ
っ
た
。
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
の
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン

シ
ル
担
当
者
に
よ
る
巨
大
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
「
北
の
天
使
（T

h
e
G
atesh

ead
A
n
g
el

of
the
N
orth

）」
の
報
告
を
聞
い
た
。
福
岡

の
街
な
か
に
現
代
ア
ー
ト
を
し
か
け
る
、
と

い
う
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
立
場
か
ら
、
住

民
が
最
先
端
ア
ー
ト
に
ど
う
反
応
す
る
か
関

心
を
持
っ
た
。
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
な
く

長
期
に
置
か
れ
る
巨
大
作
品
に
対
し
、
近
隣

住
民
が
反
対
す
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。

こ
の
と
き
、
「
北
の
天
使
」
は
ま
さ
に
完
成

直
前
で
あ
っ
た
。
担
当
者
は
、
自
分
た
ち
は

自
信
を
持
っ
て
い
る
が
住
民
の
反
応
に
関
し

て
は
判
断
を
待
ち
た
い
、
と
話
し
て
い
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。
今
回
、
Ｅ
Ｕ
６
カ
国

の
文
化
機
関
、
横
浜
市
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
事
業
で
再
び
欧
州
訪

問
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
訪
問

先
リ
ス
ト
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ

ッ
ド
の
名
を
見
て
、
あ
の
天
使
に
会
え
る
の

だ
と
密
か
に
期
待
が
高
ま
っ
た
。

さ
て
ロ
ン
ド
ン
か
ら
空
路
１
時
間
弱
（
東

京
―
福
岡
よ
り
近
い
）
、
実
際
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ

ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
の
町
は
、
７
年
前
に

聞
い
て
想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
文
化
的
、

芸
術
的
な
印
象
で
あ
っ
た
。
両
岸
の
都
市
の

産
業
を
支
え
て
き
た
タ
イ
ン
川
に
は
、
真
っ

白
く
美
し
い
曲
線
を
描
く
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ

リ
ッ
ジ
」
が
架
か
っ
て
い
る
。
ま
ぶ
た
の
よ

う
な
こ
の
橋
は
、
１
日
２
回
ゆ
っ
く
り
と

「
ま
ば
た
き
」
す
る
よ
う
に
せ
り
上
が
り
、
そ

の
下
を
遊
覧
船
が
ゆ
る
ゆ
る
と
通
っ
て
い
く
。

川
向
こ
う
に
は
、
か
つ
て
は
製
粉
所
で
現

在
は
堂
々
た
る
現
代
美
術
館
「
バ
ル
テ
ィ
ッ

ク
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
（B

altic
C
entre

for

C
on
tem
p
orary

A
rt

）」、
そ
し
て
モ
コ
モ

コ
し
た
近
未
来
的
な
外
観
を
持
つ
音
楽
ホ
ー

ル
「
セ
ー
ジ
・
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
（T

he
Sage

G
atesh

ead

）」
が
あ
る
。
な
ん
と
文
化
芸
術

満
載
の
光
景
で
あ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
キ
レ

イ
過
ぎ
る
向
き
を
感
じ
な
い
で
も
な
い
。

巨
大
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
「
北
の
天
使
」

訪
問
は
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
ア
ー
ツ
カ
ウ

ア
ー
ト
が
地
方
都
市
に
も
た
ら
し
た
幸
福

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
を
訪
ね
て

宮
本

み

や

も

と

初は

つ

音ね

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
長

ニューカッスルとゲーツヘッドの間を流れるタイン川に架かる「ミレニ
アムブリッジ」。 1日2回、せり上がり、下を船が通る。川の向こうに音
楽ホール「セージ・ゲーツヘッド」が見える　　写真提供：筆者（以下も同じ）

市
民
交
流
の
現
場
か
ら
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ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ノ
ー
ス
イ
ー
ス

ト
（A

rts
C
ouncil

E
ngland,N

orth
E
ast

）

か
ら
始
ま
っ
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が

ち
り
ば
め
ら
れ
た
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
が
あ
る
。

毎
度
、
英
国
の
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
先
見

性
、
手
厚
さ
に
は
感
服
さ
せ
ら
れ
る
。
口
先
、

目
先
、
小
手
先
で
は
な
い
、
「
必
要
に
応
じ

た
」
「
将
来
を
考
え
た
」
支
援
が
幅
広
く
な

さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
用
住
宅
ロ
ー

ン
、
仕
事
探
し
、
病
院
・
交
通
・
会
社
な
ど

へ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
与
（
例：

新
し
い
通

り
に
詩
人
が
名
前
を
つ
け
る
）。

若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
支
援
し
、
そ
の
作

品
を
購
入
す
る
こ
と
は
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

の
重
要
業
務
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
将
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
成
功
に
も
関
わ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
英
国
全
体
が

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
振
興
を
新
し
い
産

業
革
命
的
位
置
づ
け
に
し
て
い
る
こ
と
と
無

縁
で
は
な
い
（
も
ち
ろ
ん
担
当
者
は
「
ア
ー
ト

の
専
門
家
」
で
あ
り
、「
芸
術
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
」

を
十
分
わ
か
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
な
ぜ

い
ま
だ
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
日
本
で
は
特
筆
す
べ

き
こ
と
と
し
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
つ
ら

い
と
こ
ろ
で
あ
る
）。

次
い
で
、
私
た
ち
は
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
郊
外

の
丘
の
上
で
「
北
の
天
使
」
に
対
面
し
た
。

強
い
風
で
あ
る
。
観
光
客
が
帽
子
を
押
さ
え

上
着
を
す
ぼ
め
て
歩
く
。
天
使
は
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
か
な
り
離
れ
な
い
と
全
貌
が
視
界

に
入
ら
な
い
。
広
く
左
右
に
水
平
に
伸
び
た

両
腕
（
羽
根
）
、
優
雅
に
カ
ー
ブ
す
る
体
躯
、

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
、
金
属
そ
の
ま
ま
の
外
見
、

建
築
現
場
骨
格
の
よ
う
な
凸
凹
の
表
面
…

…
。
す
ば
ら
し
い
迫
力
と
緊
張
感
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
作
品
を
ほ
ん
と
う
に
住

民
は
受
け
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
高
さ
20
メ

ー
ト
ル
、
幅
54
メ
ー
ト
ル
、
総
重
量
１
５
０

ト
ン
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ゴ
ー
ム
リ
ー
作
、
１

９
９
８
年
２
月
完
成
。
明
ら
か
に
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
こ
の
巨
大
造
形
物
を
可
能
に
し
た
の

は
、
地
域
の
代
表
産
業
で
あ
っ
た
造
船
の
技

術
だ
っ
た
。
完
成
前
は
住
民
の
８
割
が
反
対

だ
っ
た
が
、
完
成
後
は
住
民
の
８
割
が
支
持

し
た
と
聞
い
た
。
自
ら
の
産
業
、
歴
史
へ
の

誇
り
が
支
持
に
回
っ
た
要
因
だ
ろ
う
か
。

文
化
芸
術
施
設
で
の
充
実
し
た
教
育

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
で
は
、

「
北
の
天
使
」
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

芸
術
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。
現
代
芸
術
を
扱

う
産
業
に
重
点
を
置
く
こ
と
で
、
街
の
活
性

化
、
若
い
世
代
の
人
口
増
加
、
観
光
客
誘
致

を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
。
ワ
ン
・
ノ
ー
ス
イ

ー
ス
ト
（O

n
e
N
orth

E
ast

）
と
い
う
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
北
東
部
に
お
け
る
再
開
発
、
観

光
、
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
公
的
な
地
域
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
、
今
回
の
現
地
で
の
わ
れ

わ
れ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
当
し
て
く
れ

た
。
日
本
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
は
、
さ
て

何
が
必
要
で
あ
る
か
。
彼
ら
は
真
剣
で
あ
る
。

英
国
で
は
「
教
育

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

」
と
い
う
言
葉
が
日

本
の
「
教
育
」
よ
り
も
深
い
戦
略
を
持
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
バ

ル
テ
ィ
ッ
ク
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
は

最
先
端
ア
ー
ト
を
扱
っ
て
予
想
を
上

回
る
集
客
を
得
て
い
る
と
い
う
。

若
い
世
代
、
学
校
か
ら
の
来
場
者

も
多
い
。
ま
た
、
お
隣
の
セ
ー

ジ
・
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
で
も
公

演
を
行
な
う
だ
け
で
な
く
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
か

な
り
重
点
を
置
い
て

い
る
。
斬
新
な
芸

術
表
現
と
実
地

に
即
し
た
教

育
は
、
こ
の
地
域
の
次
世
代
に
と
っ
て
強
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

同
様
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
ウ
ー
ズ
バ
ー

ン
地
区
に
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
児
童
書
セ

ン
タ
ー
「
セ
ブ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
（S

even

S
to

ries:
T

h
e

C
en

tre
fo

r
C

h
ild

ren
’s

B
ooks

）」（
訪
問
時
建
設
中
）
は
ユ
ニ
ー
ク
な

参
考
文
献

１
　
菅
伸
子
「
イ
ギ
リ
ス

N
ew
castle

G
ateshead

現
代
芸
術
に
よ
る
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
の
勇
気
あ
る

復
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画
」、『
海
外
ケ
ー
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ス
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デ
ィ
　
芸
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化
の
非
営
利
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／
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興
／
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２
０
０
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年
３
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、
発
行
・
財
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域
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造
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編
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・
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文
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京
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２
　
桜
井
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国
美
術
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創
造
者
た
ち
』（
２
０

０
４
年
５
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、
形
文
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京
）

ゲーツヘッド郊外の
丘に立つ「北の天使」。
高さ20メートル、幅
54メートルにおよ
び、近くからでは全
貌が視界に入らない
ほど。地元産業の造
船業の技術を応用し
てつくられた



特集 市民が広げる
日・EU交流 ★

25

施
設
に
な
り
そ
う
だ
。
過
疎
化
エ
リ
ア
の
活

性
化
、
ア
ー
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
融
合
を
ね

ら
っ
た
子
ど
も
向
け
の
文
化
ス
ペ
ー
ス
で
、

書
店
、
展
示
室
、
学
習
室
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、

子
ど
も
カ
フ
ェ
が
あ
る
。

ア
ー
ト
戦
略
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

と
っ
て
、
ア
ー
ト
戦
略
は
実
際
ど
う
感
じ
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
比
較
的
公
的
な
ス

ペ
ー
ス
を
巡
っ
て
い
て
、
私
は
若
干
の
疑
念

を
抱
い
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
訪
れ
た
の
が
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
家
具
デ
ザ
イ
ン
）
の
ニ
ッ

ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
中
心
と
な
っ
た
、
ス
タ

ジ
オ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
・
ワ
ー
ク
ス
（M

ushroom
W
orks

）」

だ
っ
た
。

彼
は
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
援
助
を
受

け
る
と
と
も
に
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
個
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
銀
行
か
ら
採
用
」
さ
れ
て

融
資
を
受
け
て
い
る
。「
銀
行
か
ら
融
資
！
」、

わ
れ
わ
れ
一
行
は
色
め
き
た
っ
た
。
果
た
し

て
そ
れ
は
英
国
で
は
普
遍
的
な
こ
と
で
あ
る

や
否
や
。
彼
は
穏

や
か
に
答
え
た
、

や
は
り
珍
し
い
こ

と
で
あ
る
と
。

地
元
出
身
の
ニ

ッ
ク
は
、
昨
今
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

の
ア
ー
ト
景
気
を

見
て
、
こ
の
地
で

ア
ー
ト
で
食
べ
て

い
け
る
か
も
、
と
戻
っ
て
き
た
ら
し
い
。
そ

し
て
新
ス
ペ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
た
。
で
も
、

や
は
り
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
。
そ
う
言
い
つ
つ

も
、
各
地
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ
ロ
ッ
ク
で
発

表
し
て
い
る
ニ
ッ
ク
に
は
、
揺
る
ぎ
な
い
自

信
が
感
じ
ら
れ
た
。

文
化
に
よ
る
活
性
化
と
い
う
と
き
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
立
場
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
・
ワ
ー
ク
ス

と
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
と
の

間
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
は
連
動
し
て
い
る
動
き
な
の
だ

ろ
う
か
、
最
後
に
そ
れ
が
気
に
か
か
っ
た
。

地
域
住
民
の
幸
福
と
文
化
芸
術

私
の
住
む
福
岡
県
も
、
石
炭
・
鉄
鋼
を
ベ

ー
ス
に
発
展
し
た
地
域
で
あ
る
。
い
ま
、
炭

鉱
が
な
く
な
り
、
製
鉄
所
が
消
え
、
県
内
各

地
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
現

象
は
日
本
、
世
界
の
各
地
に
見
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
別
の
訪
問
先
、
リ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス

北
東
部
）
も
同
様
の
歴
史
を
持
つ
町
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
街
も
文
化
芸
術
に
よ
る

街
の
活
性
化
を
図
り
、
２
０
０
４
年
欧
州
文

化
首
都
（
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
か
ら
毎
年
１
都
市
を
選

び
、
芸
術
文
化
に
関
す
る
行
事
を
開
催
、
相
互

理
解
を
深
め
る
制
度
）
と
し
て
多
く
の
芸
術
イ

ベ
ン
ト
を
行
な
っ
た
結
果
、
観
光
客
の
増
大
、

雇
用
の
創
出
と
い
う
大
き
な
成
果
を
得
た
。

い
っ
た
い
、
本
当
に
「
文
化
芸
術
」
は
街

の
活
性
化
、
産
業
の
再
生
、
雇
用
の
創
出
、

要
す
る
に
人
々
の
生
活
安
定
と
幸
せ
に
つ
な

が
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
ア
ー
ト
」
に

と
っ
て
も
意
味
が
あ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
と
ゲ
ー
ツ
ヘ
ッ
ド
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
26
万
、
20
万
の
人
口
を
持
つ
二
つ

の
町
で
、
こ
れ
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
文
化
的
な
試
み
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
日
本
の
大
都
市
以
外
の
地
域
で
も
十
分
、

可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
た
い
。a

〈↑右〉「マッシュルーム・ワークス」
内ギャラリー。左がニック・ジェイ
ムズ氏。アーティストの作品を展示
販売している（週末のみオープン）

〈↑左〉ウーズバーン地区にある「セ
ブンストーリーズ」（訪問時建設中）。
過疎化エリアの活性化、アートとコ
ミュニティ融合をねらった子ども向
けの文化スペース

みやもと はつね●九州大学卒業。1983年ごろよりア
ート活動を開始。ミュージアム・シティ・プロジェク
ト（MCP）にて、1990年よりボランティアスタッフ、
常駐スタッフを経て、98年より現職。2004年からは、
（財）福岡市文化芸術振興財団「ギャラリーアートリ
エ」をMCPとして企画運営。各種アートプロジェク
ト企画、運営、広報等コーディネート業務等を行なう


